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自然に拒絶されないマウス胃がんにおいて
も、腫瘍内浸潤CTLのほとんどは腫瘍反応性
であるが、機能低下を起こしている(ポスター)
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近年、抗腫瘍免疫応答にはがん組織が持つ遺伝子変異に対する免疫応答が重要であると言われてきている。本研究結果
は、個々の患者のがんの遺伝情報から変異エピトープを予測して、変異に対する免疫応答を誘導する新しいがんワクチン療
法の開発につながると考えられる。
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腫瘍および、腫瘍内に浸潤した免疫細胞の遺伝子解析

FACS Aria II セルソーター

[背景]我々はこれまで、マウスメラノーマおよび胃がんのモデルを用いて、担がん個体内の免疫状態の解析を行ってきた。マ
ウス胃がんモデルでは、マウスに発がん物質を投与することで誘導した胃がんから単離された複数のサブクローンのうち、
C57BL/6(B6)マウスに接種すると自然に拒絶されるYTN2と拒絶されないYTN16を用いて、YTN16ではがん免疫サイクルが止
まっており免疫系が機能していないという仮説のもと、サイクルが止まっているステップを明らかにしてその原因を取り除いて
再びサイクルが回るようにすることを目標として研究を行っている。今年度は、腫瘍内に浸潤するCTLの性質に着目して実験
を行った。
[方法と結果]腫瘍内に浸潤したCTLの性質に違いがあるか明らかにするために、YTN2, YTN16をB6マウスに接種し、14日後
に腫瘍を回収、腫瘍内浸潤CD8+T細胞を分離して、FACSAriaセルソーターを使用してシングルセルソーティングを行った。こ
れらの細胞からRNA抽出、cDNAの合成、増幅を行い、約90%のウェルでソーティングが成功したことを示すデータを得た。現
在、RNA-seqを行っている。
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